
重要魚類資源モニタリング調査 

 

松谷紀明 

 

目 的 

青森県の重要な水産資源であるタラ類 2 種、カレイ類 5 種、ヤリイカ、ハタハタ、ヒラメの計 10 魚種につ

いて分布密度を求め、資源の現状と動向を評価する。なお、ハタハタとヒラメについては本誌「資源評価調

査委託事業ハタハタ」、「資源評価調査委託事業ヒラメ」に示した。 

 

材料と方法 

2020 年 4 月–9 月（以下「前期」）及び 2020 年 10 月–2021 年 3 月（以

下「後期」）に、試験船青鵬丸により、図 1 に示す日本海に設定した水

深 100–300 m にある計 9 地点およびその中間点において、袖網長 7.5 m、

身網長 11.8 m、網口幅 2 m、コットエンド長 2.6 m のオッタートロー

ル網を船速 2 ノット–3 ノットで 30 分間曳網した。漁獲された魚類に

ついて科レベル以下に同定し個体数を計数したのち、マダラ、スケト

ウダラ、ハタハタ、ヤリイカについては無作為に各々約 50 個体を抽出

し全長、標準体長あるいは外套背長を、ババガレイ、マコガレイ、ム

シガレイ、ヤナギムシガレイ、マガレイ、ヒラメの 6 魚種については

全個体の全長、標準体長、体重を測定した。毎回の曳網前にメモリー

式 CTD（シーバード SBE–19）を用いて鉛直水温と塩分を、曳網中には

漁網監視装置により袖網間隔、曳網水深、網口の高さを測定し、袖網

間隔に北川ら 1）の方法により求めた曳網距離を乗じて曳網面積を求め、

面積密度法により前記の 10 魚種について水深 50 m 帯（水深 0–100 m）、

水深 150 m 帯（同 101–200 m）、水深 250 m 帯（同 201–300 m）、水深 350 m 帯（同 301 m 以深）の水深別に平

均分布密度を算出した（表 1）。 

マダラ、スケトウダラ及びヤリイカについて、

大戸瀬崎地先から権現崎地先までの範囲にお

ける現存尾数を、小向 2)が算出した各水深帯の

面積（表 2）に、各魚種の水深ごとのサイズ別

平均密度を乗じて推定した。なお、マダラにつ

いて、標準体長 210 ㎜未満を 0 歳魚、210–259 

㎜を 1 歳魚、260 ㎜以上を 2 歳魚以上、スケト

ウダラについて標準体長 180 ㎜未満を 0 歳魚、

180–309 ㎜を 1 歳魚、310 ㎜以上を 2 歳魚以上

に各々区分し、年齢別に現存尾数を求めた（図

2、3）。 

これらの調査結果を 2007 年以降の各値と比

較して動向を評価するとともに、系群全体の資

源動向と比較した。 

 

単位：km2

海域 50 m 150 m 250 m 350 m

日本海 222 406 53 60

太平洋 768 785 351 347

調査期間 2020年日本海前期（4/14–6/23）

水深帯(m） 50 150 250 350 

曳網回数 3 4 6 6 

曳網距離(m） 9,245 10,623 20,498 24,067 

曳網面積(m2) 92,450 106,225 204,981 240,666 

調査期間 2020年日本海後期（11/18–3/15）

水深帯(m） 50 150 250 350 

曳網回数 1 1 2 4 

曳網距離(m） 4,173 3,260 6,274 15,058 

曳網面積(m2) 41,730 32,599 62,744 150,577 

権現崎

大戸瀬崎

E140° E141° E142°

N41°

表 1. 水深帯別調査回数・面積 

表 2. 水深帯別海域面積 

図 1. オッタートロール調査地点 
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結果と考察 

調査地点ごとの操業データおよび魚種別の採捕個体数、CTD による層別の水温を付表 1 に示した。 

（1）マダラ 

2007 年–2020 年の各年前期における水深帯別分布密度を表 3–1 に、年齢別の現存尾数を表 3–2 に、2020 年

前期のマダラ体長別現存尾数を図 2 に示した。 

2020 年は 0 歳魚の分布がみられなかった。1 歳魚の分布密度は水深 50 m 帯、150 m 帯では分布がみられず、

水深 250 m 帯で 0.01 個体/1,000 m2、水深 350 m 帯では 0.00 個体/1,000 m2 と、各水深で前年を下回った。2

歳魚以上は水深 50 m 帯および 150 m 帯では分布がみられず、水深 250 m 帯で 0.00 個体/1,000 m2、水深 350 m

帯で 0.06 個体/1,000 m2 と、水深 250 m 帯及び水深 350 m 帯で前年を下回った（表 3–1）。 

2020 年の現存尾数は、0 歳魚、1 歳魚及び 2 歳魚以上のすべてで前年を下回った。2007 年以降の 14 年間で

は、0 歳魚、1 歳魚及び 2 歳魚以上のすべてで最低であった（表 3–2）。 

 マダラ日本海北部系群の加入量（3 歳魚の資源尾数）は、高豊度の 2014 年級群が漁獲加入した 2017 年に

高かった 3）。一方、本調査結果の 2014 年級群の現存尾数は 0 歳魚で少なかったものの、1 歳魚では 2007 年以

降の 14 年間で最も多く、2014 年級が高豊度年級であることを支持する結果となっている。青森県日本海沿岸

におけるマダラ分布状況と系群全体の資源変動と何らかの関係を持つと推察されることから、引き続き調査

を継続する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

10 110 210 310 410 510

現
存
尾
数

(千
尾

)

体長(㎜)

合計現存尾数：5千尾

単位：個体/1,000 m2

年齢 西暦
水深帯

50 m 150 m 250 m 350 m
0歳魚 2007 - 0.14 0.09 0.00 

2008 2.73 0.03 0.01 0.00 
2009 0.19 0.09 0.00 0.00 
2010 0.09 3.07 0.61 0.05 
2011 0.00 0.01 0.00 0.00 
2012 0.18 0.30 0.25 0.00 
2013 0.07 0.06 0.00 0.00 
2014 0.02 0.15 0.01 0.00 
2015 0.00 0.04 0.03 0.00 
2016 0.01 0.13 0.08 0.00 
2017 0.02 0.28 0.01 0.04 
2018 0.00 0.01 0.00 0.00 
2019 0.00 0.00 0.01 0.00 
2020 0.00 0.00 0.00 0.00 

1歳魚 2007 - 0.00 6.50 0.00 
2008 0.00 0.04 0.03 0.11 
2009 0.00 0.04 0.12 0.00 
2010 0.00 0.26 3.14 1.01 
2011 0.00 1.28 0.42 0.09 
2012 0.00 0.24 0.52 0.28 
2013 0.00 1.64 0.75 0.43 
2014 0.00 0.48 0.62 0.00 
2015 0.00 1.91 1.38 4.53 
2016 0.00 0.22 0.98 0.97 
2017 0.00 0.07 0.14 0.10 
2018 0.00 1.27 6.26 0.75 
2019 0.00 0.00 0.20 0.01 
2020 0.00 0.00 0.01 0.00 

2歳魚 2007 - 0.00 0.00 0.17 
以上 2008 0.00 0.04 0.18 0.19 

2009 0.00 0.01 0.07 0.00 
2010 0.00 0.02 0.02 0.07 
2011 0.00 0.03 0.18 0.26 
2012 0.00 0.10 0.20 0.43 
2013 0.00 0.05 0.81 0.09 
2014 0.00 0.01 0.58 1.02 
2015 0.00 0.05 0.50 0.47 
2016 0.00 0.01 0.20 0.20 
2017 0.00 0.01 0.34 0.57 
2018 0.00 0.01 0.13 0.37 
2019 0.00 0.00 0.50 0.54 
2020 0.00 0.00 0.00 0.06 

単位：千尾

西暦
年齢

0歳魚 1歳魚 2歳魚以上
2007 16 13 10 
2008 252 12 46 
2009 257 36 12 
2010 480 197 15 
2011 2 547 38 
2012 176 141 76 
2013 40 731 69 
2014 65 230 95 
2015 19 1,119 76 
2016 60 199 27 
2017 122 40 57 
2018 4 894 33 
2019 0 11 59 
2020 0 1 4 

表 3-2. マダラ年齢別現存尾数 

図 2. 2020 年前期のマダラ体長別現存尾数 

表 3-1. マダラ年齢別水深帯別分布密度 
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（2）スケトウダラ 

2007 年–2020 年の各年前期における水深帯別分布密度を表 4–1 に、年齢別の現存尾数を表 4–2 に、2020 年

前期のスケトウダラ体長別現存尾数を図 3 に示した。 

2020 年は 0 歳魚及び 2 歳魚の分布がみられなかった。1 歳魚の分布密度は水深 50 m 帯、150 m 帯及び 350 m

帯では分布がみられず、水深 250 m 帯で 0.00 個体/1,000 m2 と、前年に続き低い水準であった（表 4–1）。 

2020 年の現存尾数は、0 歳魚が 2007 年以降の 14 年間で最低、1 歳魚が 13 番目、2 歳魚以上が最低であっ

た（表 4–2）。 

スケトウダラ日本海北部系群の 0 歳魚–2 歳魚を対象とした仔稚魚分布調査および未成魚分布調査の結果か

らは、2006、2012、2015、2016 年級群が高い豊度である一方、2007–2009、2011、2013、2014、2017 年級群

は低豊度であると考えられている 4）。現状、本調査が示す 0、1 歳魚の年変動と、系群全体の資源の年変動と

の間に関連性は見いだせないが、今後、資源状態が中位、あるいは高位に転じた段階で再検討することによ

り資源量指標値としての有効性が示される可能性があるため、引き続き調査を継続してデータを収集する必

要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）カレイ類、ヤリイカ 

カレイ類（ババガレイ、マガレイ、マコガレイ、ムシガレイ、ヤナギムシガレイ）およびヤリイカの水深

帯別分布密度について、2020 年分を表 5–表 7 に、2019 年分を表 8–表 10 に示した。また、面積密度法により

0

0.1

0.2

0.3

10 110 210 310 410 510

現
存
尾
数
(千

尾
)

体長(㎜)

合計現存尾数：0.3千尾

単位：個体/1,000 m2

年齢 西暦
水深帯

50 m 150 m 250 m 350 m
0歳魚 2007 0.00 0.00 0.00 0.00 

2008 0.16 0.00 0.04 0.00 
2009 0.01 0.12 0.77 0.00 
2010 0.00 0.01 0.13 0.37 
2011 0.00 0.01 0.01 0.04 
2012 0.00 0.11 0.02 0.23 
2013 0.00 0.00 0.00 0.00 
2014 0.01 0.16 0.01 0.00 
2015 0.00 0.00 0.00 0.00 
2016 0.00 0.01 0.02 0.00 
2017 0.00 0.00 0.01 0.01 
2018 0.00 0.00 0.02 0.00 
2019 0.00 0.00 0.00 0.00 
2020 0.00 0.00 0.00 0.00 

1歳魚 2007 0.00 0.00 0.06 0.24 
2008 0.00 0.00 0.04 0.00 
2009 0.00 0.02 0.73 0.00 
2010 0.00 0.00 1.42 0.31 
2011 0.00 0.01 0.01 0.06 
2012 0.00 0.00 0.12 0.01 
2013 0.00 0.05 0.04 0.01 
2014 0.00 0.01 0.07 0.15 
2015 0.00 0.11 0.10 0.21 
2016 0.00 0.00 0.12 0.13 
2017 0.00 0.00 0.01 0.03 
2018 0.00 0.00 0.04 0.17 
2019 0.00 0.00 0.00 0.00 
2020 0.00 0.00 0.00 0.00 

2歳魚 2007 - 0.00 0.00 0.17 
以上 2008 0.00 0.04 0.18 0.19 

2009 0.00 0.01 0.07 0.00 
2010 0.00 0.02 0.02 0.07 
2011 0.00 0.00 2.55 1.65 
2012 0.00 0.08 0.20 1.85 
2013 0.00 0.07 1.02 0.53 
2014 0.00 0.04 0.89 0.94 
2015 0.00 0.00 0.28 1.42 
2016 0.00 0.01 0.38 0.52 
2017 0.00 0.00 0.13 1.04 
2018 0.00 0.00 0.26 0.90 
2019 0.00 0.00 0.00 0.07 
2020 0.00 0.00 0.00 0.00 

単位：千尾

西暦
年齢

0歳魚 1歳魚 2歳魚以上
2007 0 17 10 
2008 39 2 46 
2009 54 45 12 
2010 34 94 15 
2011 5 7 234 
2012 58 8 152 
2013 2 22 112 
2014 67 17 119 
2015 0 62 100 
2016 4 14 53 
2017 1 2 70 
2018 3 13 68 
2019 0 0 4 
2020 0 0 0 

表 4-1. スケトウダラ年齢別水深帯別分布密度 表 4-2. スケトウダラ年齢別現存尾数 

図 3. 2020 年前期のスケトウダラ体長別現存尾数 
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調査海域に引き伸ばしたヤリイカの外套背長組成を図 4 に示した。 

ババガレイは前期、後期を通じて分布がみられなかった（表 5、6、8、9）。 

ムシガレイは前期の水深 50 m 帯及び水深 150 m 帯、後期の水深 150 m 帯で分布がみられ、最大で 0.54 個

体/1,000 m2 と前年の最大値 0.68 個体/1,000 m2 を下回った（表 5、6、8、9）。 

マガレイは前期の水深 50 m 帯及び水深 150 m 帯、後期の水深 350 m 帯で分布がみられ、最大で 0.08 個体

/1,000 m2 と前年の最大値 0.67 個体/1,000 m2 を下回った（表 5、6、8、9）。 

マコガレイは前期、後期を通じて分布がみられなかった（表 5、6、8、9）。 

ヤナギムシガレイは前期の水深 50 m 帯、水深 150 m 帯及び水深 250 m 帯で分布がみられ、分布密度は最大

で 0.48 個体/1,000 m2 と、前年の 1.31 個体/1,000 m2 を下回った（表 5、6、8、9）。 

ヤリイカは前期の水深 150 m 帯、後期の水深 50 m 帯及び水深 150 m 帯で分布がみられた（表 7）。分布密度

は前期の水深 150 m 帯で 0.21 個体/1,000 m2 と最大となり、前年の 0.44 個体/1,000 m2 を下回った（表 10）。

外套背長は後期の水深 50 m 帯で 150 mm、水深 150 m 帯で 170 ㎜にそれぞれモードがみられた（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表5. 2020年前期水深帯別分布密度 表8. 2019年前期水深帯別分布密度

単位：個体/1,000 m2 単位：個体/1,000 m2

魚種名
水深帯

魚種名
水深帯

50 m 150 m 250 m 350 m 50 m 150 m 250 m 350 m
ババガレイ 0.00 0.00 0.00 0.00 ババガレイ 0.00 0.00 0.00 0.00 
ムシガレイ 0.54 0.41 0.00 0.00 ムシガレイ 0.25 0.51 0.00 0.00 
マガレイ 0.08 0.03 0.00 0.00 マガレイ 0.01 0.67 0.00 0.00 
マコガレイ 0.00 0.00 0.00 0.00 マコガレイ 0.00 0.06 0.00 0.00 
ヤナギムシガレイ 0.17 0.48 0.01 0.00 ヤナギムシガレイ 0.76 1.31 0.00 0.01 

表6. 2020年後期水深帯別分布密度 表9. 2019年後期水深帯別分布密度

単位：個体/1,000 m2 単位：個体/1,000 m2

魚種名
水深帯

魚種名
水深帯

50 m 150 m 250 m 350 m 50 m 150 m 250 m 350 m
ババガレイ 0.00 0.00 0.00 0.00 ババガレイ 0.00 0.00 0.00 0.00 
ムシガレイ 0.00 0.06 0.00 0.00 ムシガレイ 0.68 0.24 0.00 0.00 
マガレイ 0.00 0.00 0.00 0.01 マガレイ 0.02 0.01 0.00 0.00 
マコガレイ 0.00 0.00 0.00 0.00 マコガレイ 0.01 0.04 0.00 0.00 
ヤナギムシガレイ 0.00 0.00 0.00 0.00 ヤナギムシガレイ 0.21 0.05 0.00 0.00 

表7. 2020年ヤリイカ水深帯別分布密度

単位：個体/1,000 m2

調査時期
水深帯

50 m 150 m 250 m 350 m

前期 0.00 0.21 0.00 0.00 

後期 0.06 0.03 0.00 0.00 

表10. 2019年ヤリイカ水深帯別分布密度

単位：個体/1,000 m2

調査時期
水深帯

50 m 150 m 250 m 350 m

前期 0.01 0.06 0.15 0.00 

後期 0.20 0.44 0.11 0.00 

図 4. 2020 年のヤリイカの外套背長階級別現存尾数（日本海） 

（左：後期の水深 50 m 帯、右：後期の水深 150 m 帯） 
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付表 1-1. 底魚類モニタリング調査結果・日本海   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操業年月日 2020/4/14 2020/4/16 2020/4/17 2020/4/17 2020/5/18 2020/5/18 2020/5/22 2020/5/22 2020/5/26 2020/5/26 2020/5/27 2020/5/27
調査海域 ・水深 出来島100m 高山100m 高山300m 高山200m 出来島300m 出来島100m 出来島200m 高山200m 十三300m 十三200m 高山300m 高山100m

網着底時緯度 40°53.60′N 40°55.62′N 40°56.45′N 40°55.28′N 40°53.36′N 40°53.88′N 40°52.76′N 40°54.91′N 41°01.63′N 40°59.85′N 40°56.56′N 40°57.17′N
経度 140°09.40′E 140°10.04′E 140°02.85′E 140°03.60′E 139°59.27′E 140°09.71′E 140°00.32′E 140°03.33′E 140°02.62′E 140°04.28′E 140°02.88′E 140°10.56′E

巻網開始時緯度 40°52.56′N 40°56.73′N 40°55.09′N 40°56.56′N 40°52.83′N 40°53.03′N 40°52.22′N 40°56.35′N 40°59.90′N 40°58.63′N 40°55.06′N 40°55.98′N
経度 140°09.25′E 140°10.43′E 140°02.43′E 140°03.87′E 139°57.60′E 140°09.19′E 139°58.56′E 140°03.70′E 140°02.37′E 140°04.32′E 140°02.33′E 140°10.19′E

網離底時緯度 40°52.47′N 40°56.79′N 40°55.03′N 40°56.62′N 40°52.79′N 40°53.00′N 40°52.21′N 40°56.40′N 40°59.83′N 40°58.55′N 40°55.00′N 40°55.90′N
経度 140°09.26′E 140°10.46′E 140°02.41′E 140°03.88′E 139°57.52′E 140°09.17′E 139°58.46′E 140°03.70′E 140°02.39′E 140°04.34′E 140°02.32′E 140°10.18′E

曳網開始時刻 10:05 10:20 11:40 13:10 10:45 13:00 11:16 13:12 11:20 13:10 10:55 12:55
曳網終了時刻 10:38 10:52 12:12 13:41 11:16 13:31 11:52 13:46 12:00 13:41 11:36 13:32

曳網速度（ノット） 2 2 2.7 2.6 2.7 1.7 2.5 2.7 2.7 2.5 2.7 2
ワープ長 380 390 1050 600 960 320 750 630 980 670 980 340

網離底時ワープ長 280 260 980 530 900 270 650 590 890 600 930 220
網離底時水深（m） 98 101 308 205 303 101 213 217 334 206 314 102
ネット袖先間隔(m） 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

着底～巻上げ 2,006 2,372 3,121 2,788 2,069 2,890 2,792 2,155 2,929 2,533 3,629 1,481

巻上げ～離底 279 198 191 187 224 104 235 154 221 251 187 248

曳網距離（m） 2,740 3,086 3,980 3,473 2,885 3,299 3,691 2,701 3,877 3,312 4,364 2,188

曳網面積（㎡） 27,402 30,857 39,797 34,732 28,851 32,985 36,908 27,014 38,770 33,123 43,636 21,883

天候 ｃ bc ｂｃ bc ｃ c r r bc c r r
波浪 3.2 1.2 1.1 1.1 1.1 1.1 1.2 1.2 1.1 1.1 1.1 1.1

風向・力 nw4 nne3 ne2 n2 ne1 ne3 e3 e3 sw2 nw2 s2 w3
気圧 1005.7 1021.8 1025.7 1024.3 1011.3 1010.3 1018.6 1018.0 1009.8 1009.0 1003.7 1002.8 

表面水温(℃) 10.2 10.2 10.4 10.6 13.1 13.2 13.1 13.0 13.4 13.6 14.3 13.9 
10ｍ 10.1 10.0 10.2 10.1 12.7 12.7 13.0 12.9 13.0 12.9 14.0 13.6 
25ｍ 10.1 10.1 10.3 10.1 12.6 12.2 12.9 12.9 12.9 12.3 13.7 13.2 
50ｍ 10.2 10.1 10.0 10.3 12.1 12.3 11.6 11.2 11.6 12.2 12.9 11.8 
75ｍ 10.2 10.4 9.8 10.1 11.5 11.1 11.0 10.9 10.7 11.1 12.4 11.3 
100ｍ 9.4 9.4 9.7 9.6 11.0 10.8(97m) 10.5 10.6 9.8 10.2 11.4 11.2 
150ｍ 9.4(104m) 9.4(103m) 8.3 8.4 10.7 10.1 10.0 8.3 8.4 9.4 11.2(100m)
200ｍ 5.0 6.2(189m) 9.9 7.4 8.0(185m) 6.4 7.5(191m) 8.0 
250ｍ 2.3 2.5 6.1(213m) 4.5 5.4 
300ｍ 1.7(280m) 1.6 2.8(273m) 3.5(281m)
400ｍ 1.6(303m)

漁獲物(個体数)
アブラツノザメ

トラザメ
ガンギエイ科 1 
ウルメイワシ

マイワシ 1 6 2 15 
ニシン

カタクチイワシ 1 26 
ニギス 16 3 2 2 

ワニエソ
ヒメ 3 

チゴダラ 1 
マダラ 8 1 1 1 

スケトウダラ 1 
シオイタチウオ 2 

タマガンゾウビラメ 9 4 75 18 
ヌマガレイ

メイタガレイ
ムシガレイ 7 13 15 

ウロコメガレイ 162 20 3 64 
ソウハチ 4 6 

アカガレイ 1 2 7 14 8 6 15 5 
ヤナギムシガレイ 3 4 29 2 11 

ヒレグロ 3 2 3 7 18 99 26 8 29 3 1 
アサバガレイ 1 

マガレイ 1 
カワラガレイ
ウシノシタ科 1 
ユメカサゴ 1 3 

ウッカリカサゴ
ハツメ 30 1 775 24 50 

アカガヤ 1 
ウスメバル
イズカサゴ 3 8 3 6 
カナガシラ 23 6 12 11 
アカムツ 82 5 172 1 7 

アラ 1 2 15 21 
アマダイ科 2 3 

ムツ
マアジ
ホッケ 24 2 1 13 5 163 116 40 

アイナメ 1 
ハタハタ 68 212 11 2,903 1,855 157 1,032 642 

ケムシカジカ
アイカジカ 1 

チカメカジカ 1 
オニカジカ

コオリカジカ
キンカジカ 1 2 7 5 
ニジカジカ 1 

ガンコ 1 1 1 
トクビレ 1 

ヤセトクビレ
シロウ 1 

ダンゴウオ科 2 
ゲンゲ科

アゴゲンゲ 1 
ノロゲンゲ 1 

カンテンゲンゲ 1 
ウナギガジ 2 

ギンポ 1 1 
ミシマオコゼ 1 2 
アオミシマ
ネズッポ科 1 1 2 1 2 1 

マサバ
キアンコウ 1 2 1 

フグ科
コウイカ科 22 12 2 1 

ダンゴイカ科 4 4 1 
スルメイカ 23 60 5 4 

ケンサキイカ
ジンドウイカ 5 1 

ヤリイカ 22 
マダコ科

ヤナギダコ 1 
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付表 1-2. 底魚類モニタリング調査結果・日本海 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操業年月日 2020/6/19 2020/6/19 2020/6/22 2020/6/22 2020/6/23 2020/6/23 2020/6/23 2020/11/18 2020/11/18 2020/11/19 2021/1/26 2021/1/26
調査海域 ・水深 高山300m 高山200m 出来島300m 出来島200m 出来島100m 高山100m 十三100m 高山300m 出来島300m 出来島250m 高山300m 出来島300m

網着底時緯度 40°56.04′N 40°55.14′N 40°53.55′N 40°52.67′N 40°52.97′N 40°55.81′N 41°01.11′N 40°57.47′N 40°53.73′N 40°53.38′N 40°57.36′N 40°53.69′N
経度 140°02.59′E 140°03.39′E 139°59.44′E 140°00.41′E 140°09.00′E 140°10.26′E 140°10.90′E 140°03.02′E 140°00.79′E 140°01.11′E 140°02.98′E 140°00.43′E

巻網開始時緯度 40°54.75′N 40°56.47′N 40°53.07′N 40°52.17′N 40°54.04′N 40°57.10′N 41°02.48′N 40°56.20′N 40°53.33′N 40°52.96′N 40°56.04′N 40°53.33′N
経度 140°02.12′E 140°03.72′E 139°57.82′E 139°58.74′E 140°09.79′E 140°10.42′E 140°10.93′E 140°02.77′E 139°59.27′E 139°59.67′E 140°02.73′E 139°58.80′E

網離底時緯度 40°54.61′N 40°56.54′N 40°53.07′N 40°52.13′N 40°54.10′N 40°57.15′N 41°02.57′N 40°56.18′N 40°53.30′N 40°52.96′N 40°55.99′N 40°53.32′N
経度 140°02.01′E 140°03.73′E 139°57.56′E 139°58.58′E 140°09.80′E 140°10.41′E 140°10.91′E 140°02.77′E 139°59.17′E 139°59.63′E 140°02.72′E 139°58.71′E

曳網開始時刻 11:10 12:50 10:45 12:30 9:40 10:50 12:15 10:57 13:03 10:30 10:55 12:50
曳網終了時刻 11:43 13:26 11:20 13:03 10:02 11:21 12:46 11:28 13:35 11:01 11:26 13:22

曳網速度（ノット） 2.7 2.5 2.6 2.7 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5
ワープ長 1060 680 980 650 350 330 330 970 970 790 1030 970

網離底時ワープ長 980 650 685 480 245 270 260 900 870 740 975 870
網離底時水深（m） 311 218 328 210 99 101 98 312 293 243 313 309
ネット袖先間隔(m） 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

着底～巻上げ 1,868 2,972 2,420 2,550 2,023 1,558 2,995 2,708 2,890 1,494 2,899 2,233

巻上げ～離底 503 217 607 393 187 156 282 62 251 93 1,080 212

曳網距離（m） 3,086 3,543 4,269 3,720 2,652 2,050 3,636 3,411 3,901 2,078 4,568 3,205

曳網面積（㎡） 30,863 35,431 42,686 37,204 26,524 20,500 36,365 34,109 39,012 20,780 45,678 32,050

天候 c c bc bc bc bc bc c c bc c c
波浪 1.2 2.2 1.1 2.2 2.2 2.2 2.2 1 1 3 1.1 1.1

風向・力 e3 nne4 ene3 ne4 e4 ne4 ene5 wsw3 sw4 ssw4 e3 e3
気圧 1004.2 1003.3 1012.9 1013.1 1012.4 1012.8 1012.7 1024.5 1022.6 1015.7 1025.4 1023.1 

表面水温(℃) 20.2 20.2 20.1 20.4 20.3 20.2 20.2 17.1 16.9 17.2 11.0 11.2 
10ｍ 20.1 19.3 17.5 17.8 20.3 20.0 20.2 16.9 16.8 17.2 10.8 11.0 
25ｍ 18.9 17.4 16.1 16.1 15.2 15.3 15.7 16.8 16.5 17.1 10.7 10.9 
50ｍ 15.3 16.1 14.7 14.9 14.1 14.0 14.2 13.8 14.4 16.9 10.0 10.6 
75ｍ 13.3 14.8 13.4 13.8 13.2 13.3 12.7 13.3 13.3 14.5 10.0 10.2 

100ｍ 12.7 12.7 12.6 12.9 12.0 11.9 11.9 13.1 12.8 13.8 10.0 10.2 
150ｍ 11.4 11.8 11.2 11.0 11.9(106m) 11.9(102m) 11.9(101m) 10.3 11.0 11.2 9.6 10.0 
200ｍ 8.0 9.4(192m) 8.4 8.4 7.1 7.8 8.4 8.4 9.6 
250ｍ 4.5 3.9 8.0(206m) 4.2 4.3(248m) 4.1 4.7 3.1 
300ｍ 3.1(284m) 2.1 2.9(276m) 3.5(254m) 3.3(282m) 2.4 
400ｍ 1.8(308m) 2.2(303m)

漁獲物(個体数)
アブラツノザメ 2 

トラザメ
ガンギエイ科 1 1 1 
ウルメイワシ 1 

マイワシ 2 
ニシン 1 

カタクチイワシ 1 
ニギス 4 4 13 

ワニエソ 8 
ヒメ 4 1 

チゴダラ
マダラ 5 1 5 

スケトウダラ 50 
シオイタチウオ 1 

タマガンゾウビラメ 26 5 11 
ヌマガレイ 1 

メイタガレイ 1 
ムシガレイ 9 20 30 

ウロコメガレイ 2 1 4 16 5 4 3 44 16 
ソウハチ 21 1 2 1 2 3 

アカガレイ 4 2 8 7 1 1 1 2 
ヤナギムシガレイ 7 9 4 

ヒレグロ 9 26 7 28 1 55 202 3 18 31 
アサバガレイ 1 

マガレイ 2 6 1 1 
カワラガレイ 1 
ウシノシタ科
ユメカサゴ

ウッカリカサゴ
ハツメ 1 1 1 5,312 1 4 

アカガヤ
ウスメバル 2 1 1 
イズカサゴ 3 1 
カナガシラ 7 5 15 
アカムツ

アラ 21 12 28 
アマダイ科 1 

ムツ 1 
マアジ 6 7 4 
ホッケ 61 4 563 1 136 4 5 5 

アイナメ
ハタハタ 7 2 121 129 156 24 68 

ケムシカジカ 2 
アイカジカ

チカメカジカ
オニカジカ 1 

コオリカジカ 1 
キンカジカ 2 2 3 
ニジカジカ

ガンコ
トクビレ

ヤセトクビレ 1 
シロウ

ダンゴウオ科
ゲンゲ科 2 

アゴゲンゲ
ノロゲンゲ

カンテンゲンゲ 1 
ウナギガジ

ギンポ
ミシマオコゼ 1 
アオミシマ
ネズッポ科

マサバ
キアンコウ 3 1 

フグ科
コウイカ科 5 

ダンゴイカ科 2 1 
スルメイカ 1 34 10 2 

ケンサキイカ 1 
ジンドウイカ

ヤリイカ
マダコ科 1 

ヤナギダコ 1 
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付表 1-3. 底魚類モニタリング調査結果・日本海 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操業年月日 2021/3/9 2021/3/15 2021/3/15
調査海域 ・水深 高山300m 高山100m 出来島100m

網着底時緯度 40°56.54′N 40°55.39′N 40°53.82′N
経度 140°02.85′E 140°10.32′E 140°09.60′E

巻網開始時緯度 40°55.26′N 40°56.74′N 40°52.62′N
経度 140°02.48′E 140°10.69′E 140°09.01′E

網離底時緯度 40°55.19′N 40°56.79′N 40°52.58′N
経度 140°02.48′E 140°10.72′E 140°09.01′E

曳網開始時刻 10:45 10:04 11:30
曳網終了時刻 11:17 10:36 12:01

曳網速度（ノット） 2.6 2.5 2.6
ワープ長 1000 340 330

網離底時ワープ長 890 280 280
網離底時水深（m） 310 98 101
ネット袖先間隔(m） 10 10 10

着底～巻上げ 2,850 3,056 2,827

巻上げ～離底 216 169 123

曳網距離（m） 3,874 3,568 3,260

曳網面積（㎡） 38,740 35,676 32,599

天候 c bc bc
波浪 1.1 2.2 2.2

風向・力 ssw3 sw4 sw4
気圧 1025.9 1014.3 1014.3 

表面水温(℃) 8.9 9.0 9.1 
10ｍ 8.7 8.8 9.0 
25ｍ 9.2 8.9 9.0 
50ｍ 9.6 9.4 9.4 
75ｍ 9.6 9.6 9.6 
100ｍ 9.6 9.5(97m) 9.5 
150ｍ 9.5 9.5(100m)
200ｍ 7.3 
250ｍ 5.4 
300ｍ 1.8 
400ｍ 1.7(303m)

漁獲物(個体数)
アブラツノザメ

トラザメ 2 
ガンギエイ科 2 
ウルメイワシ

マイワシ 1 
ニシン

カタクチイワシ
ニギス 15 9 

ワニエソ 1 1 
ヒメ

チゴダラ
マダラ 6 

スケトウダラ 3 
シオイタチウオ

タマガンゾウビラメ 4 
ヌマガレイ

メイタガレイ
ムシガレイ 2 

ウロコメガレイ 15 
ソウハチ

アカガレイ 1 
ヤナギムシガレイ

ヒレグロ 4 1 
アサバガレイ

マガレイ
カワラガレイ
ウシノシタ科
ユメカサゴ

ウッカリカサゴ 1 
ハツメ

アカガヤ
ウスメバル
イズカサゴ 1 
カナガシラ 5 13 
アカムツ

アラ 4 
アマダイ科

ムツ
マアジ 147 97 
ホッケ 3 2 

アイナメ
ハタハタ 49 

ケムシカジカ
アイカジカ

チカメカジカ
オニカジカ

コオリカジカ
キンカジカ
ニジカジカ

ガンコ
トクビレ

ヤセトクビレ
シロウ

ダンゴウオ科
ゲンゲ科

アゴゲンゲ
ノロゲンゲ

カンテンゲンゲ
ウナギガジ 1 

ギンポ
ミシマオコゼ
アオミシマ 1 
ネズッポ科

マサバ 1 
キアンコウ 2 

フグ科 1 
コウイカ科 3 3 

ダンゴイカ科
スルメイカ

ケンサキイカ
ジンドウイカ

ヤリイカ 2 1 
マダコ科

ヤナギダコ
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